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組
合
で
は
昨
年
７
月
に
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
の

前
候
補
地
を
断
念
し
た
こ
と
に
よ
り
、
選
定
委
員
会
方
式

に
よ
り
改
め
て
候
補
地
を
選
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

選
定
委
員
会
は
、
第
１
回
目
を　

月　

日
、
第
２
回
目

１１

２１

を　

月　

日
に
開
催
し
、
委
員
会
の
進
め
方
、
基
本
条
件

１２

１９

の
審
議
等
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
一
定
の
条
件
等
で
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
箇
所
か
ら
段
階
的
に
選
定
基
準
や
評
価

等
の
審
議
を
進
め
て
行
き
、
本
年
度
内
に
は
候
補
地
を
選

定
す
る
予
定
で
す
。

候
補
地
選
定
委
員
会
を
設
置

改
め
て
候
補
地
を
選
定
し
ま
す
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北但行政事務組合
　管理者

　中　貝　宗　治

　

新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。
一

つ
の
節
目
を
迎
え
て
、
皆
様
そ
れ

ぞ
れ
に
思
い
を
新
た
に
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
ま
た
、
管
理
者
と
し
て
ご

み
問
題
に
取
り
組
む
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。
ご
み
問
題
は
決

し
て
華
や
か
な
分
野
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。そ
も
そ
も
ご
み
自
体
が「
要

ら
な
い
」
と
し
て
捨
て
ら
れ
た
物

で
す
か
ら
、
人
々
が
愛
情
を
注
ぐ

対
象
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ご
み
は
私
た
ち
の
生
活
そ
れ
自
体

か
ら
出
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
私

た
ち
の
生
活
と
切
っ
て
も
切
り
離

す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
好
き
で
も
嫌
い
で
も
、

自
分
た
ち
が
出
す
ご
み
か
ら
目
を

背
け
て
は
な
ら
な
い
し
、
付
き

合
っ
て
い
く
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

何
よ
り
も
先
ず
、
徹
底
し
て
ご

み
を
減
量
化
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

そ
れ
で
も
な
お
現
実
問
題
と
し
て

発
生
し
て
く
る
ご
み
を
、
安
全
、

確
実
か
つ
衛
生
的
に
処
理
す
る
こ

と
。
今
年
も
こ
の
２
つ
の
こ
と
を

基
本
に
、
ご
み
問
題
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
も
ぜ
ひ
ご

自
分
自
身
の
生
活
の
問
題
と
し
て

さ
ら
な
る
関
心
を
お
持
ち
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
処
理
施
設
を
共
同
設
置

　

さ
て
、本
組
合
は
北
但
１
市
２

町
の
ご
み
･
汚
泥
処
理
施
設
を
共

同
設
置
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。現
在
１
市
２
町
は

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
み
処
理
施
設
を
有

し
、運
営
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、い

ず
れ
も
平
成　

年
頃
に
は
耐
用
年

２５

数
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、①
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
対
策
の
徹
底
、②
ご
み
処

理
コ
ス
ト
の
削
減（
住
民
負
担
の
軽

減
）、③
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利

用
の
３
つ
を
目
的
に
、共
同
設
置
す

る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

●
候
補
地
を
改
め
て
選
定

　

本
組
合
で
は
、
平
成　

年
に
豊

１６

岡
市
日
高
町
上
郷
区
を
適
地
と
し

て
選
定
し
、
３
年
を
か
け
て
生
活

環
境
影
響
調
査
の
受
け
入
れ
を
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
昨
年
７
月
に
区
総
会

で
受
入
れ
が
不
同
意
に
な
り
、
上

郷
区
で
の
建
設
を
断
念
す
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
早
急
に
新
た
な
候
補
地
を

選
定
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。

●
選
定
委
員
会
方
式
で
選
定

　

そ
こ
で
、
組
合
は
選
定
方
式
を

「
選
定
委
員
会
方
式
」
と
決
め
、

昨
年　

月
に
市
町
住
民
や
学
識
経

１１

験
者
で
組
織
す
る
候
補
地
選
定
委

員
会
を
設
置
し
、
候
補
地
の
選
定

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
選
定
委
員
会
に
お
い

て
選
定
手
法
・
手
順
等
の
妥
当
性

を
委
員
会
に
お
い
て
審
議
、
検
証

し
て
い
た
だ
き
、
一
次
候
補
地
を

選
定
し
た
後
、
年
度
内
に
は
最
終

的
な
候
補
地
を
選
定
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
候
補
地
地
区
に
対
し
て

は
、
生
活
環
境
の
保
全
や
増
進
を

は
じ
め
、
環
境
創
造
の
先
進
的
取

組
み
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
農
林
業

振
興
な
ど
、
地
区
と
の
協
議
を
踏

ま
え
た
地
域
振
興
策
を
講
じ
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

●
早
期
事
業
着
手
を
目
指
し
て

　

自
ら
が
出
し
た
ご
み
は
自
ら
の

責
任
で
処
理
す
る
こ
と
が
自
治
の

基
本
で
す
。
焼
却
炉
等
の
機
械
設

備
に
は
必
ず
寿
命
が
あ
り
、
そ
れ

を
見
据
え
た
準
備
を
着
実
に
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
施
設
整
備

に
早
期
に
着
手
で
き
る
よ
う
全
身

全
霊
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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北但行政事務組合議会
議長（豊岡市議会）

綿　貫　祥　一

（豊岡市議会）綿　貫　祥　一議　　長

（新温泉町議会）高　橋　邦　夫副 議 長

（豊岡市議会）椿　野　仁　司監査委員

（豊岡市議会）青　山　憲　司議　　員

（豊岡市議会）稲　垣　のり子

（新温泉町議会）植　田　光　隆

（香美町議会）後　垣　晶　一

（新温泉町議会）岡　坂　峰　雄

（豊岡市議会）門　間　雄　司

（香美町議会）柴　田　幸一郎

（香美町議会）長　瀬　幸　夫

（豊岡市議会）福　田　嗣　久

（豊岡市議会）古　谷　修　一

（豊岡市議会）古　池　信　幸

（豊岡市議会）升　田　勝　義

（新温泉町議会）宮　脇　　　諭

（豊岡市議会）村　岡　峰　男

（豊岡市議会）◎森　井　幸　子

（香美町議会）○山　本　賢　司

◎議会運営委員長、○同副委員長 

　11 月の豊岡市、新温泉町の臨時議会において、北但行政

事務組合選出議員の改選がありました。また、組合議会で

は 11 月 27 日の臨時議会で役員改選が行われました。

組組組組組組組合合合合合合合議議議議議議議員員員員員員員のののののののごごごごごごご紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介（平成１９年11月２７日現在）

（敬称略）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年　

月
、
第　

回
北
但
行
政

１１

６５

事
務
組
合
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
豊
岡

市
議
会
の
綿
貫
祥
一
で
ご
ざ
い
ま

す
。
も
と
よ
り
微
力
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、「
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施

設
」
の
整
備
を
目
指
し
、
議
会
の

円
滑
な
運
営
の
た
め
、
誠
心
誠
意

全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
建

設
適
地
と
し
て
豊
岡
市
日
高
町
上

郷
区
の
皆
様
に
、
ご
理
解
を
得
る

よ
う
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、

７
月
の
区
総
会
に
お
き
ま
し
て
、

受
け
入
れ
で
き
な
い
と
の
決
定
が

な
さ
れ
、
断
念
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
組
合
で
は
、
新

た
な
建
設
候
補
地
を
選
定
委
員
会

方
式
で
選
定
作
業
を
進
め
、
本
年

度
中
の
選
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
建
設
候
補
地
の
決
定

を
望
む
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

地
元
関
係
皆
様
の
充
分
な
ご
理
解

を
得
た
上
で
の
決
定
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
と
し
て
は
、
１
市
２
町
の

市
民
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
立
場
に

立
っ
て
、
安
心
、
安
全
な
施
設
と

な
り
ま
す
よ
う
十
分
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
循
環
型

社
会
の
推
進
と
ご
み
の
排
出
量
の

抑
制
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

何
卒
、
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解

と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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�
選
定
範
囲
の
決
定（
６
ペ
ー
ジ
別
図
）

・
施
設
候
補
地
の
選
定
範
囲
に
つ

い
て
は
、
ご
み
処
理
経
費
に
お
い

て
運
搬
経
費
が
大
き
な
割
合
を
占

め
る
こ
と
か
ら
、
経
済
性
、
効
率

性
を
重
視
し
、
一
定
の
範
囲
に
限

定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

・
範
囲
に
つ
い
て
は
、
ご
み
・
汚

泥
量
の
重
心
を
求
め
、
こ
の
重
心

に
近
い
主
要
幹
線
の
県
道
福
田
交

差
点
が
最
も
収
集
運
搬
効
率
が
良

い
結
果
と
な
っ
た
た
め
、
ご
み
収

集
車
の
収
集
時
間
、
運
搬
時
間
な

ど
を
考
慮
し
、
こ
の
交
差
点
か
ら

道
路
延
長　

㎞
の
範
囲
を
選
定
範

１５

囲
と
し
ま
し
た
。

�
選
定
方
式
の
決
定

・
選
定
方
式
に
つ
い
て
は
、（
１
）直

接
決
定
方
式
、（
２
）選
定
委
員
会

方
式
、（
３
）公
募
方
式
の
３
方
式

の
長
所
・
短
所
を
比
較
検
討
し
ま

し
た
。そ
の
結
果
、第
三
者
機
関
の

委
員
会
に
お
い
て
は
学
識
経
験
者
、

市
町
民
委
員
に
よ
り
幅
広
い
意
見

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
、ま
た
、

選
定
過
程
に
お
い
て
公
平
性
、透
明

性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、選
定

委
員
会
方
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

・
委
員
会
構
成
は
、
学
識
経
験
者

３
名
、
環
境
衛
生
団
体
等
関
係
者

８
名
、
公
募
市
町
民
３
名
、
関
係

市
町
課
長
会
会
長
１
名
の
計　

名
１５

と
し
ま
し
た
。

�
土
地
情
報
の
提
供
依
頼

・
土
地
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
、

概
ね
候
補
地
選
定
範
囲
内
に
位
置

す
る
豊
岡
市
、
香
美
町
計
２
５
８

区
の
区
長
、
さ
ら
に
は
建
設
業
協

会
等
に
対
し
、
候
補
地
選
定
に
関

す
る
広
報
及
び
土
地
情
報
提
供
の

依
頼
を
し
、
そ
の
結
果
数
件
の
情

報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

・
北
但
地
域
の
住
民
に
対
し
て
も
、

組
合
広
報
お
知
ら
せ
版
、
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
依
頼
を
し
ま

し
た
。

�
選
定
作
業
の
現
状
と
今
後
の
予
定

・
組
合
は
、
候
補
地
を
選
定
す
る

基
本
条
件
と
し
て
基
本
要
件
２
項

目（
面
積
約
３
�
以
上
及
び
選
定

範
囲
）と
除
外
条
件　

項
目（
自
然

１０

公
園
区
域
、
地
す
べ
り
危
険
箇
所

等
）を
設
定
し
ま
し
た
。

・
選
定
作
業
に
つ
い
て
は
、
現
在

関
係
市
町
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

施
設
候
補
地
選
定
範
囲
内
に
お
い

て
、
除
外
条
件
項
目
を
１
万
分
の

１
の
地
図
上
に
図
示
し
、
候
補
地

の
絞
込
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
今
後
は
、組
合
が
基
本
条
件
に

よ
り
絞
り
込
み
、リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
た
箇
所
及
び
土
地
情
報
の
提
供

が
あ
っ
た
箇
所
等
か
ら
、一
次
評

価
案
及
び
一
次
候
補
地
案
を
作
成

の
上
、選
定
委
員
会
に
提
案
し
、そ

の
選
定
手
法
・
手
順
・
評
価
等
の
妥

当
性
を
委
員
会
に
お
い
て
審
議
、

検
証
し
て
も
ら
い
、一
次
候
補
地

を
決
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

�
選
定
委
員
会
の
状
況

　
　

月
６
日
に
学
識
経
験
者
を
除

１１
く
市
町
民
委
員
で
福
知
山
市
、
加

古
川
市
の
先
進
地
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
次
に
第
１
回
選
定
委
員
会

を　

月　

日
に
開
催
し
、
正
副
委

１１

２１

員
長
の
選
任
や
施
設
整
備
事
業
概

要
な
ど
の
報
告
、
ま
た
第
２
回
選

定
委
員
会
を　

月　

日
に
開
催
し
、

１２

１９

委
員
会
の
進
め
方
、
基
本
条
件
な

ど
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

候
補
地
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

委
員
会
を
計
８
回
程
度
開
催
し
、

一
次
候
補
地
か
ら
さ
ら
に
二
次
評

価
を
行
い
、
そ
の
後
候
補
地
を
選

定
の
う
え
組
合
管
理
者
へ
報
告
し

て
も
ら
い
、
本
年
度
内
に
は
構
成

市
町
長
会
に
て
正
式
に
決
定
す
る

予
定
で
す
。

候
補
地
選
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す

候
補
地
選
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す 
候
補
地
選
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す 

候
補
地
選
定
委
員
会
に
て
活
発
な
議
論

選
定
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
進
め
て
い
ま
す
。
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●候補地選定の手法イメージ図● 

市町有地 

一 次 選 定 候 補 地  

二 次 評 価  

候補地の決定  

土地情報が提供された候補地 

区内で自主的に確認
され、情報提供につ
いて区の同意が得ら
れている候補地 

除外条件をクリアし、リストアップした候補地 

一 次 評 価  

区内の意思が確認さ
れていない候補地 

選定範囲内（ごみ・汚泥量重心から 
概ね延長１５ｋｍ範囲） 

候
補
地
選
定
委
員
会
の
皆
さ
ん

団体名・職名氏　　　名市町名区
分

（社）全国都市清掃会議
技術部担当部長◎ 寺 　 島 　　　

てら しま

 均 
ひとし

学
識
経
験
者

NPO大阪ゴミを考える会
理事長 森  住  明  弘 

もり ずみ あき ひろ

（財）日本環境衛生センター西日本
支局環境工学部処分場対策課長 八  村  智  明 

はち むら とも あき

豊岡市環境衛生組織連合会
会　長○ 日  下  部 　 昌 　 男 

くさ か べ まさ お

豊 岡 市環
境
衛
生
団
体
等
関
係
者

日高環境衛生推進協議会
副会長 吉  田 　

よし だ

 勲 
いさお

竹野環境衛生推進協議会
副会長 定  元  之  雄 

さだ もと ゆき お

出石環境衛生推進協議会
会　長 狩  野 　

か の

 昇 
のぼる

香美町連合自治会　会　長 山 　 田 　 政  五  郎 
やま だ まさ ご ろう

香 美 町
香美町連合自治会　副会長 井  上  政  信 

いの うえ まさ のぶ

新温泉町環境保全推進協議会
委　員 中  村  聖  司 

なか むら まさ し

新温泉町
新温泉町農業委員会　委　員
浜坂南小学校PTA　　会　長 中  田  雄  久 

なか た たけ ひさ

 荒  井  泰  史 
あら い やす し

豊 岡 市
公
募
市
民
・
町
民

 久  保  田 　 八  千  代 
く ぼ た や ち よ

 西  垣  好  博 
にし がき よし ひろ

新温泉町

豊岡市市民生活部生活環
境課長 足  田  仁  司 

あし だ ひと し行
政

15 名計

（敬称略）

候補地選定委員会のスケジュール計画
第３回委員会以降の協議事項はあくまで計画です。

協議事項及び計画開催日程及び予定
一般市町民委員事前研修（視察）
・福知山市環境パーク
・加古川市新クリーンセンター

平成１９年
１１月６日

・委 嘱 書 交 付 
・正副委員長の選任
・事業概要等報告　ほか

第１回選定委員会
１１月２１日

・豊岡清掃センター視察
・学習会

委員会学習会
１２月３日

・委員会の進め方の審議
　（候補地選定の手法と作業手順） 
・基本条件の審議

第２回選定委員会 
１２月１９日

・一次評価の審議

第３回・４回選定委員
会
平成２０年１月
上旬

・一次選定候補地の決定・公表第５回以降
選定委員会 ・一次選定候補地の現地調査 

・二次評価の検討
・一次選定候補地のヒアリング 
・二次評価
・候補地の選定 
・候補地を選定し管理者に報告
・組合構成市町長会を経て候補地を決定 

３月中（予定）

選定委員会先進地視察研修
（加古川市新クリーンセンター）

▼

選定委員会の傍聴は、当初非公開としていましたが、
委員からの意見を尊重し、原則公開とします。ただし、
委員の自由な意見交換に支障をきたす恐れがあるな
ど、内容により委員長が会議を公開しないと宣言する
場合もあります。委員会の開催日は、組合ホームペー
ジでお知らせします。 ◎委員長　　○副委員長
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候補地選定範囲図 候補地選定範囲図 

香美町 

城崎総合支所 

県道福田交差点 

豊岡市役所 

日高総合支所 

出石総合支所 

豊岡市 

竹野総合支所 

日　本　海 

香美町 

城崎総合支所 

県道福田交差点 

豊岡市役所 

日高総合支所 

出石総合支所 

豊岡市 

竹野総合支所 

日　本　海 

県道福田交差点から道路延長15kmの概ねの 
範囲を表示したものです 

選定範囲 

（ （ 
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北
但
地
域
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

 新温泉町・
豊岡市の
２会場で

　

北
但
地
域
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
昨
年
７
月

　

日
に
新
温
泉
町
夢
ホ
ー
ル
で
、
ま
た　

月　

２２

１０

２８

日
に
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

両
会
場
と
も
北
但
１
市
２
町
か
ら
約
２
５
０

名
の
住
民
が
参
加
さ
れ
、
新
施
設
の
必
要
性
や

事
業
の
概
要
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
等
に

つ
い
て
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

内　容
１．事業説明

◎テーマ：「広域ごみ・汚泥処理施設整備事業の概要

　について」

◎説明者：組合管理者　中貝宗治

【主な事業説明内容】

　�広域化の必要性

　�広域ごみ・汚泥処理施設整備基本計画の概要

　�ごみ処理における行政と住民の役割

　�新たな施設候補地選定　ほか

２．パネルディスカッション

◎テーマ：「今なぜ、ごみの減量・資源化が求められ

　るのか」

◎コーディネーター：大阪工業大学准教授　福岡雅子さん

◎パネリスト：

豊岡市会場新温泉町会場

中貝　宗治組合管理者・
豊 岡 市 長馬場　雅人新温泉町長

安木　　洪豊岡市環境
センター所長小松　定之香美町環境セ

ンター  副所長
安井照代さん住 民 代 表笹谷浩二さん住 民 代 表
西村秀樹さん事業者代表朝野尚美さん事業者代表

▲新温泉町でのパネルディスカッション

▲「温泉地域消費者の会」による新喜劇
さながらの環境劇で、会場は大爆笑

▲豊岡市での管理者事業概要説明

▲

新
温
泉
町
の
混
声
合
唱
団

「
し
お
か
ぜ
」に
よ
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
コ
ー
ラ
ス

▲

豊
岡
市
で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
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広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
候

補
地
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
最
初

か
ら
、
施
設
が
建
設
さ
れ
る
地
区

に
対
し
て
は
、
生
活
環
境
保
全
及

び
増
進
を
は
じ
め
、
環
境
創
造
の

先
進
的
な
取
り
組
み
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
農
業
振
興
な
ど
に
つ
い
て
、

地
元
地
区
の
皆
様
と
協
議
し
な
が

ら
、
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
く
方

針
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
構
成
市
町
で
協
議

を
重
ね
、「
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理

施
設
建
設
に
伴
う
地
域
振
興
計
画

の
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
地
域
振
興
計
画
の

基
本
方
針
は
、
今
後
、
施
設
候
補

地
の
選
定
過
程
に
お
い
て
次
の
と

お
り
取
り
扱
う
も
の
で
す
。

１　

第
一
次
候
補
地
選
定
の
際

　

第
一
次
候
補
地
を
選
定
し
た
際

に
は
、
地
域
振
興
計
画
の
基
本
方

針
と
市
町
に
提
出
さ
れ
て
い
る
地

区
要
望
事
業
や
地
区
課
題
を
一
緒

に
地
区
に
対
し
提
示
し
、
説
明
し

ま
す
。

２　

候
補
地
と
し
て
決
定
の
際

　

候
補
地
と
し
て
決
定
し
た
地
区

に
対
し
て
は
、
地
域
振
興
計
画
の

基
本
方
針
に
基
づ
く
基
本
的
な
取

り
組
み
及
び
地
区
固
有
の
ま
ち
づ

く
り
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
当
該
地
区
と
具

体
的
に
協
議
し
な
が
ら
実
施
事
業

を
決
定
し
、
地
域
振
興
計
画
と
し

て
ま
と
め
ま
す
。

第

回
議
員
協
議
会

４４

　

上
郷
区
か
ら
適
地
の

場
所
変
更
余
地
の
有
無

に
つ
い
て
の「
要
望
書
」

が
提
出
さ
れ
、
組
合
と
し
て
検
討

し
た
結
果
、
変
更
の
余
地
は
あ
る

と
判
断
し
た
こ
と
の
説
明
、
報
告

を
行
い
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第

回
議
員
協
議
会

４５

　

上
郷
区
か
ら
生
活
環

境
影
響
調
査
受
入
れ
不
同
意
と
の

回
答
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
同
区
で

の
建
設
を
断
念
し
た
こ
と
、
ま
た

今
後
の
候
補
地
選
定
方
式
の
検
討

等
に
つ
い
て
説
明
、
報
告
を
行
い
、

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第　

回
組
合
臨
時
会

６３

　

一
般
会
計
補
正
予
算

の
ほ
か
、
報
告
２
件
、
条
例
改
正

１
件
の
計
４
件
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
内
補
正
予
算
は
、
選
定

委
員
会
方
式
で
委
員
会
を
設
置
す

る
た
め
の
委
員
報
償
費
、
旅
費
等

を
補
正
し
た
も
の
で
す
。
案
件
は

慎
重
に
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第　

回
組
合
定
例
会

６４

　

平
成　

年
度
組
合
一

１８

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
提
案
し
、
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

第　

回
組
合
臨
時
会
・

６５
第　

回
・　

回

４６

４７

　
　
　

議
員
協
議
会

　

組
合
正
副
議
長
の
改
選
及
び
議

会
運
営
委
員
の
改
選
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
組
合
か
ら
は
議
会
選

出
の
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
の
提
案
が
あ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
改
選
に
つ
い
て
は
３
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
）

　

臨
時
会
終
了
後
、
引
き
続
き
議

員
協
議
会
を
開
催
し
、
施
設
建
設

に
伴
う
地
域
振
興
計
画
の
基
本
方

針
、
造
成
工
事
等
概
略
設
計
図
作

成
、
候
補
地
選
定
委
員
会
の
状
況
、

委
員
会
設
置
要
綱
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
説
明
、
報
告
を
行
い
、
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
施
設
建
設
に
伴
う「
地
域
振
興
計
画
の
基
本
方
針
」を
策
定
し
ま
し
た

北但行政
事務組合

〒６６８‐００３３　兵庫県豊岡市中央町１１番２２号
　Ｔｅｌ　０７９６（２４）５５０４　Ｆａｘ　０７９６（２４）６６５０
　Ｅ‐ｍａｉｌ　　ｈｏｋｕｔａｎ＠ｇａｅａ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ

【基本的な取組み】
　この５つの基本的な取組みについて、例示的にメ
ニュー案を作成し、地区固有の取組みを住民と協議しな
がら決定していきます。（メニュー案の詳細は、組合ホー
ムページに掲載しています）

内　　　　　　　　容項　　目

　地区のコミュニティ活動の場を整備
するとともに、施設及び周辺緑地帯の一
部を地区住民に開放します。
　また、自主的なコミュニティ活動への
支援や施設運営に対するモニター活動
への助成を行います。
　地区の状況に応じた過疎対策を実施
します。

地区活性化に
向けた取組み

１

　地区内及びその周辺において、人と自
然が共生できる豊かな環境を保全する
とともに、循環型社会を構築するための
先進的な取組みを進めます。

先進的な環境
創造の取組み

２

　快適な住環境を確保するため、地区内
の生活道路・排水路整備等の要望に配慮
するとともに、国県への要望事業の促進
に努めます。さらに、地区住民との協
議により、必要な環境整備を検討します。

快適な住環境
の整備

３

　地元経済の振興を図るため、施設管理
運営委託会社への地区住民の雇用促進
等に努めるとともに、農林業振興事業等
を重点的に実施します。

地元経済の
振興

４

　安全に安心して生活できる環境を整
備するため、施設を防災拠点（避難所）と
して位置付けるとともに、自然災害対策、
交通安全対策等を進めます。

安全・安心の
地域づくり

５

議会
通信

H１９/６/４

１１/２７ １０/１６～２３

９/２８ ８/３１


